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  平成 29 年度 自己点検評価結果 
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4：適切    3：ほぼ適切 
2：やや不適切 1：不適切 

項 目 点検・評価項目 自己評価 

(１) 教育理念・目標 

教育理念・教育目標を学生が理解しているか 3 
教育計画は学生の実態に即しているか 3 
将来の構想を持っているか 3 
職業教育の特色は明確か 4 

(２) 学校運営 
運営方針に沿った事業が行われているか 4 
情報公開が適切に行われているか 4 
教務・財務等の組織整備が適切か 4 

(３) 教育活動 

教育理念に沿った教育が行われているか 3 
カリキュラムは体系的に構成されているか 4 
シラバスは適切な内容か 4 
成績評価基準は明確になっているか 4 
各教科の時間配分は適切か 3 

(４) 学修成果 
資格取得に向けた取組がなされているか 4 
就職率の向上に向けた取組がなされているか 4 
退学者の低減に向けた取組がなされているか 3 

(５) 学生支援 

就職に向けた支援体制が整備されているか 4 
学生相談の支援体制が整備されているか 4 
学生の健康管理の体制は整備されているか 4 
保護者と適切に連携しているか 4 

(６) 教育環境 施設・設備は充分に整備されているか 3 
防災対策は整備されているか 3 

(７) 学生の受入れ募集 学生募集は適正に行われているか 4 
学納金は妥当なものとなっているか 4 

(８) 財務 
中長期的に財務基盤は安定しているか 4 
財務について会計監査が適正に行われているか 4 
財務情報公開の体制はできているか 4 

(９) 法令などの遵守 個人情報保護対策がとられているか 3 
自己評価結果を公開しているか 3 
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平成 29 年度 学校関係者評価委員会報告書 

 
学校法人平松学園 大分臨床検査技師専門学校は平成29年度学校自己点検・自己評価結果に基づいて、

平成 30 年 6 月 25 日に学校関係者評価委員会を実施しましたので、以下のとおり報告します。 
 
１．学校関係者評価委員 

名 前 所 属 出欠 
首藤 章弘 大分赤十字病院 検査部係長 出席 
近藤 有介 大分市医師会立アルメイダ病院 臨床検査部主任 出席 
辻 浩一 大分臨床検査技師専門学校 校長 欠席 
尾越 典子 大分臨床検査技師専門学校 教務主任 出席 
北永 裕一 大分臨床検査技師専門学校 専任教員 出席 

 
２．議事報告 

 

項 目 評価・意見など 

(１) 教育理念・目標 概ね妥当であると評価された。4 年制大学が多くを占める中、職業教育の特

色をより一層明確にすることが必要になってくるのではないか。 

(２) 学校運営 特に問題なく、妥当であると評価された。 

(３) 教育活動 教育活動全般において適切に行われており、妥当であると評価された。今後

も時代に即した講義内容となるように努力をすることで意見が一致した。 

(４) 学修成果 

「資格取得に向けた取組」、「就職率の向上」、「退学者数の軽減」について、

概ね妥当であると評価された。しかし国家試験合格率の低下、退学率の増加

を懸念しており、1 年次からの基礎科目の徹底や職業意識の向上等の強化が

必要である。 

(５) 学生支援 

学生支援全般において適切に行われており、妥当であると評価された。健康

管理に関しては、精神的な支援を必要とする学生が増加している傾向があ

り、学校側と本人、保護者との連携を密にして学生支援を行う事で意見が一

致した。 

(６) 教育環境 
「施設・設備の整備」や「防災対策の整備」については概ね妥当であると評

価された。施設の老朽化による教育環境の不備はあるものの、必要備品の積

極的な発注をすることで以前より改善がみられた。 

(７) 学生の受入れ募集 

概ね妥当であると評価された。受験者の減少傾向がある中で、学生確保に向

けた取り組みがより一層必要であるとの意見があった。3 年制専門学校の特

色を活かしながら、職業理解と臨床検査技師の魅力や将来性について積極的

に広報することで意見が一致した。 
(８) 財務 特に問題なく、妥当であると評価された。 
(９) 法令などの遵守 特に問題なく、妥当であると評価された。 


